
とやまＧＡＰ推進大会 開催要領 
～未来につなぐ、より良い農業をめざして～ 

 
１ 趣 旨 

本県では、平成22年に全国初の条例を制定し、「とやまＧＡＰ」の実践による農業経営
の効率化や農作業安全・労働環境の改善等を図る経営体を育成するとともに、県全体で
「とやまＧＡＰ」を推進してきたところです。 
また近年、ＳＤＧｓ(持続可能な開発目標)への世界的な関心の高まりや、2025年の大

阪・関西万博での農産物の調達基準にＧＡＰ認証農産物が位置づけられるなど、環境保
全や人権保護等に配慮した取組が一層重要になっています。 
今回、農業者や農業団体、行政等の関係者が一堂に会し、ＧＡＰによる経営改善の実

践事例や販売事業者の取組みについて理解を深めることで、「とやまＧＡＰ」の一層の普
及拡大を図り、未来につなぐ「より良い農業」の実現に向けて本大会を開催します。 

 

２ 日 時 
  令和６年２月２７日（火） １３：３０～１５：３０（受付１３：００～） 
 
３ 場 所 
  富山県農協会館８階ホール（富山市新総曲輪２番２１号） 
 
４ 内 容 
○開会挨拶 富山県 津田農林水産部長 

富山県農業協同組合中央会 延野会長 
 
（１）富山県適正農業規範（とやまＧＡＰ規範）の改訂について（県農業技術課） 
 

（２）県内のＧＡＰ実践事例の紹介（３事例×１０分、質疑各５分程度） 
① 農事組合法人源 
② 農事組合法人いこいの杜 
③ いみず野農協えだまめ部会 

 
（３）販売事業者の取組み紹介 

「GAPを調達基準に位置付けてサステナビリティに配慮した調達を推進」 
コストコホールセールジャパン株式会社 

 
○閉会挨拶 全国農業協同組合連合会富山県本部 堀田副本部長 

 
５ 参集範囲 

農業者、消費者団体、流通関係者、JA、農業団体、市町村、県関係機関等 150名程度 

 
６ 主 催 
  富山県、富山県農業協同組合中央会、全国農業協同組合連合会富山県本部、富山県環

境にやさしい農業・適正農業推進協議会、富山県植物防疫協会 
 
７ 参加申し込み方法 
  別紙の申込書を FAX・Email送信、又は、申込フォームより申し込みください。 
 
８ その他 

会場駐車場には限りがあります。公共交通機関や近隣駐車場の利用にご協力願います。 
 

【申込フォーム】 



別紙 

 

富山県農業技術課 エコ農業推進係あて 

（FAX：076-444-4409） 

（Email：kazunori.urataki@pref.toyama.lg.jp） 

 

２月 27日（火）13：30～15：30 ＪＡ会館８階ホール 

「とやまＧＡＰ推進大会」参加申込書 
 

所属・団体 氏 名 連絡先(TEL) 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

 

※ ２月２２日（木）までに、FAX・Email送付、又は、申込フォームより 

申込ください。 

※ 当日は、公共交通機関や近隣駐車場の利用にご協力願います。 

こちらからも申込できます。 

【申込フォーム】 

 

mailto:kazunori.urataki@pref.toyama.lg.jp

